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令和 4 年度 特別会計決算　
会　　計　　名 歳 入 総 額 歳 出 総 額

国民健康保険 2 億 3,837 万円 2 億 3,159 万円

国民健康保険診療所 １億 870 万円  1 億 783 万円

簡易水道事業 9,665 万円  9,643 万円

介護保険 2 億 2,538 万円 2 億 959 万円

介護サービス事業 69 万円 69 万円

浄化槽事業 １億 2,658 万円 １億 2,648 万円

後期高齢者医療 4,698 万円  4,698 万円

合　計  8 億 4,335 万円 8 億 1,959 万円

区分 令和 4 年度 令和 3 年度 増減率（%）

議会費 ３,780 万円 3,396 万円 11.3

総務費 6 億 9,203 万円 4 億 5,751 万円 51.3

民生費 2 億 6,056 万円 2 億 7,718 万円 △ 6.0

衛生費 1 億 2,075 万円 1 億 4,817 万円 △ 18.5

農林水産業・商工費 1 億 8,935 万円 2 億 169 万円 △ 6.0

土木費 3 億 86 万円 2 億 95 万円 49.7

消防費 1 億 3,869 万円 1 億 360 万円 33.9

教育費 1 億 5,999 万円 1 億 6,495 万円 △ 3.0

災害復旧費 4,017 万円 5,617 万円 △ 28.5

公債費 3 億 6,208 万円 3 億 8,595 万円 △ 6.2

諸支出金他 2 億 7,758 万円 3 億 9,016 万円 △ 28.9

合　計 25 億 7,986 万円 24 億 2,029 万円 6.6

一
般
会
計　
目
的
別
歳
出

令
和
４
年
度
決
算
認
定

総
額
33
億
９
、９
４
８
万
円

令和 4 年度 一般会計決算　
歳入（入ってくるお金）　 27 億   834 万円

歳出（どう使われたか）　 25 億 7,986 万円

　歳入歳出差引（次期繰越金）　 1 億 2,848 万円

（単位：千円以下切捨て）

（単位：千円以下切捨て）

決算
認定
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議会費
３,780 万円
1.5%

災害復旧費
4,017 万円
1.6%

歳出
一般会計

25億7,986万円

総務費
6 億 9,203 万円
26.8%

民生費
2 億 6,056 万円
10.1%

衛生費
1億 2,075 万円
4.7%

農林水産業
・商工費
1億 8,935 万円
7.3%

土木費
3 億 86 万円
11.7%

教育費
1億 5,999 万円
6.2%

公債費
3 億 6,208 万円
14.0%

諸支出金
2 億 7,754 万円
10.8%

歳入
一般会計

27億834万円

① ③②

④
⑤ ⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

実
質
公
債
費
率
は
9.8
％
と

な
っ
て
お
り
、
早
期
健
全

化
基
準
の
25
％
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
の
で
、
健

全
な
運
営
と
認
め
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
指
標

は
低
い
ほ
ど
健
全
で
あ
る

こ
と
が
言
え
る
こ
と
か

ら
、
今
後
に
お
い
て
も
財

政
状
況
に
十
分
留
意
し
健

全
化
の
維
持
に
努
め
て
行

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

監査報告

消防費
1億 3,869万円
5.4%

①村税 1 億 9,006 万円
②使用料等 3,189 万円
③財産収入 81 万円
④寄付金等 2 億 737 万円
⑤繰越金 1 億 2,392 万円
⑥諸収入 987 万円
⑦譲与税等 7,101 万円
⑧地方交付税 13 億 3,391 万円
⑨国県支出金 2 億 978 万円
⑩村債 3 億 9,564 万円
⑪繰入金 1 億 3,408 万円
合　計 27 億 834 万円

⑪
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•

工
事
請
負
契
約
を
可
決
（
白
井
平
配
水
池
整
備
工
事
）

•

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
回
）
を
可
決

•
道
志
村
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
家
電
購
入
促
進
事
業
を
可
決

•
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
す
る
個
人
情
報
保
護
の
徹
底
を

求
め
る
請
願
書
を
受
け
付
け

［
会
期
］
8
月
10
日

●
工
事
請
負
契
約
（ 

1
件
）

●
令
和
5
年
度
道
志
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
2
回
）

●
請
願
（ 

1
件
）

第 5回
臨時会

おもな審議事項

●白井平配水池整備工事を可決

＊契約の相手方　山梨県南都留郡道志村 8209 番地
　　　　　　　　株式会社　佐藤工業所
＊契約の金額　　金　64,350,000 円

●道志村選挙管理委員会への意見書提出の請願書を
　受け付け

選挙管理委員会に対する個人情報保護の徹底を求める請願書
を総務文教常任委員会に付託することを決定した。

●道志村省エネルギー家電購入促進事業を可決

＊申請期間　令和５年９月１日～ 12 月 22 日迄
＊購入対象期間　令和５年４月１日～ 12 月 15 日迄

●令和５年度道志村一般会計補正予算（第２回）

村税 � 100 万円
国庫支出金 � 1,608 万円

衛生費（道志村省エネルギー家
電購入促進事業） �1,708 万円

おもな財源（補正分） おもな使いみち（補正分）
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●同意
・	道志村教育委員会委員の任命についての同意（山本栄

しげよし
嘉さん）

令
和
４
年
度
決
算
認
定
審
議
と

令
和
５
年
度
補
正
予
算
審
議
等

［
会
期
］
９
月
12
日
〜
22
日

●
報
告
（
３
件
）

●
条
例
等
の
改
正
（
４
件
）

●
補
正
予
算
（
7
件
）

●
令
和
4
年
度
決
算
認
定（
8
件
）

●
請
願
（
2
件
）　

●
発
議 （
1
件
）

●
諮
問
（
1
件
）

●
同
意 （
1
件
）

●報告（他２件）

・令和４年度決算に基づく道志村健全化判断比率及び資金不足
比率について

●条例等の改正（他３件）

・道志村税条例の一部を改正する条例
 

●請願書（他１件）

・	地方自治法第 5 章に規定される住民の直接請求における署名
活動での縦覧制度の運用に係る個人情報保護の徹底を求める
請願書を総務文教常任委員会で不採択

●諮問
・	人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件（佐藤正

まさふみ
文さん）

９月
定例会

おもな審議事項

●令和 5 年度道志村一般会計補正予算（第３回）を可決

国庫支出金 �  △ 655 万円
県支出金 � 999 万円
寄付金� 1,029 万円
繰入金 � 3,160 万円
繰越金 � 1,110 万円
村債 � 1,230 万円

総務費（庁舎等建設事業他）� 3,318 万円
農林水産業費（林業振興他）� 890万円
土木費（公有財産購入他）� 309 万円
商工費（観光施設等維持管理事業他）�26 万円

諸支出金（公共施設整備等事業基金他）
� 1,000万円

おもな財源（補正分） おもな使いみち（補正分）
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常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
件

に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
り
ま

す
。

　
８
月
25
日
に
お
い
て
は
、
次

回
開
催
日
を
9
月
６
日
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
９
月
６
日
に
は
、
道
志
の
未

来
を
つ
く
る
会
、
代
表 

佐
藤　

光
男
さ
ん
に
委
員
会
へ
出
席
を

　
地
方
自
治
法
第
5
章
に
規
定

さ
れ
る
住
民
の
直
接
請
求
に
お

け
る
署
名
活
動
で
の
縦
覧
制
度

の
運
用
に
係
る
個
人
情
報
保
護

の
徹
底
を
求
め
る
請
願
書
が
、

道
志
の
未
来
を
つ
く
る
会
、
代

表　

佐
藤 

光て
る
お男
さ
ん
よ
り
提

出
さ
れ
、
８
月
10
日
の
第
５
回

臨
時
会
に
お
い
て
、
総
務
文
教

し
て
い
た
だ
き
、
請
願
書
提
出

に
つ
い
て
質
問
し
、
ま
た
、
説

明
、
意
見
を
聴
取
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
各
委
員
よ

り
意
見
を
聴
取
、
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

請
願
の
採
択
に
あ
た
っ
て

は
、
法
令
上
の
基
準
は
な
く
、

委
員
会
の
自
主
的
判
断
に
よ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
一
般
的

に
「
願
意
が
妥
当
で
あ
る
か
」

次
に
、「
実
現
の
可
能
性
が
あ

る
か
」、「
町
村
の
権
限
、
議
会

の
権
限
事
項
に
属
す
る
事
項
で

あ
る
か
」
等
を
判
断
基
準
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

基
づ
き
採
決
を
行
っ
た
結
果
、　

　
採
択
す
る　
０
人

　
不
採
択
と
す
る　
４
人

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
請
願
書

に
つ
い
て
不
採
択
と
す
る
事
に

決
定
し
ま
し
た
。

　　
紹
介
議
員
の
私
た
ち
は
、
紹

介
議
員
に
成
る
の
に
あ
た
り
、

請
願
人
で
あ
る
道
志
の
未
来
を

つ
く
る
会
の
皆
さ
ん
と
提
出
の

趣
旨
に
つ
い
て
意
見
交
換
や
個

人
情
報
保
護
に
前
向
き
な
議
会

の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の

佐藤 進
すすむ

 議員 白井 勝
かつみつ

光 議員

個
人
情
報
保
護
の
徹
底
を
求
め
る

請
願
書
の
総
務
文
教
常
任
委
員
会

付
託
に
対
す
る
委
員
長
報
告

個人情報保護の徹底を求める請願書の
総務文教常任委員会付託に対する委員長報告・討論

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

報
告
に
対
す
る 
反
対
討
論
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を
尽
く
し
た
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
そ
の
後
の
新
聞
記
者
へ
の

総
務
文
教
委
員
の
コ
メ
ン
ト
に

も
驚
き
ま
し
た
。

　
杉
本
孝
正
議
員
は
「
選
管
は

首
長
か
ら
独
立
し
た
執
行
機

関
。
議
会
が
意
見
書
を
出
す
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

言
い
ま
し
た
が
必
要
で
あ
れ
ば

議
会
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。

　
私
達
も
議
員
就
任
時
よ
り
選

挙
管
理
委
員
会
の
説
明
不
足
と

確
認
不
足
、
議
員
の
認
識
不
足

に
よ
る
議
員
の
資
格
審
査
、
村

長
選
挙
時
の
選
管
の
確
認
不
足

に
よ
っ
て
起
き
た
今
回
の
不
正

転
入
、
詐
偽
投
票
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。
道
志
村
選
挙
管
理
委

員
会
も
村
の
執
行
機
関
と
し

て
、
法
を
遵
守
し
公
平
公
正
で

透
明
性
の
あ
る
執
行
機
関
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
議

会
も
請
願
書
を
採
択
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
佐
藤
喜
章
議
員
は
「
不
正
が

行
わ
れ
な
い
よ
う
に
だ
れ
で
も

が
確
認
で
き
る
趣
旨
の
縦
覧
制

中
で
わ
か
っ
た
の
は
村
長
の
実

弟
や
親
戚
、
ま
た
支
持
者
よ
る

実
態
の
わ
か
ら
な
い
団
体
に
よ

る
怪
文
書
の
配
布
、
ま
た
口
頭

で
は
署
名
者
は
縦
覧
で
簡
単
に

確
認
で
き
る
等
、
威
力
を
用
い

て
署
名
に
対
す
る
妨
害
行
為
を

確
認
で
き
た
か
ら
で
す
。
こ
の

行
為
は
地
方
自
治
法
で
罰
則
の

下
さ
れ
る
行
為
に
値
し
ま
す
。

　

道
志
村
の
よ
う
な
狭
い
地

域
、
親
戚
縁
者
の
多
い
地
域
に

お
い
て
村
民
は
自
分
の
意
見
や

意
思
表
示
が
自
由
に
で
き
ま
せ

ん
。

　
私
た
ち
議
員
は
、
村
民
の
代

弁
者
と
し
て
、
安
心
で
自
由
に

意
思
表
示
の
出
来
る
環
境
づ
く

り
を
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　
今
回
、
総
務
文
教
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
十
分
な
議
論

の
末
9
月
定
例
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
が
全

会
一
致
で
不
採
択
、
耳
を
疑
い

ま
し
た
。
道
志
の
未
来
を
つ
く

る
会
と
請
願
書
を
出
す
経
緯
や

趣
旨
に
つ
い
て
も
十
分
な
議
論

度
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
は
好

ま
し
く
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま

す
が
悪
意
の
第
三
者
に
よ
る
署

名
に
対
す
る
妨
害
行
為
の
想
定

さ
れ
る
中
で
は
村
民
は
自
由
な

意
思
表
示
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
道
志
の
未
来
を
つ
く
る
会
と

私
た
ち
は
、
道
志
村
と
環
境
的

に
も
似
て
い
て
、
個
人
情
報
保

護
に
も
前
向
き
な
神
奈
川
県
真

鶴
町
議
会
へ
視
察
と
意
見
交
換

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
真
鶴
町
民
も
小
さ
な
町
の
濃

密
な
人
間
関
係
の
中
で
暮
ら
す

有
権
者
か
ら
は
氏
名
の
公
開
を

心
配
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
真
鶴
の
住

民
の
皆
さ
ん
も
総
務
省
や
全
国

の
縦
覧
制
度
を
研
究
し
町
議
会

へ
の
請
願
な
ど
で
個
人
情
報
保

護
へ
の
配
慮
を
要
望
、「
縦
覧

に
よ
り
知
り
え
た
個
人
情
報
を

他
人
に
漏
ら
し
て
は
い
け
な

い
」
な
ど
と
明
記
し
た
規
定
が

制
定
さ
れ
、
情
報
漏
洩
の
懸
念

が
和
ら
い
だ
の
で
安
心
し
た
と

住
民
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
と
の

事
で
す
。

　
私
た
ち
議
員
も
残
さ
れ
た
任

期
の
少
な
い
中
、
ま
だ
ま
だ
解

決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
請
願
を

採
択
し
村
民
の
代
表
と
し
て
道

志
村
民
が
安
全
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
村
づ
く
り
、
公
平
公

正
で
透
明
性
の
あ
る
議
会
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
請
願
の
不

採
択
に
反
対
討
論
と
い
た
し
ま

す
。
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法
に
お
い
て
は
、
社
会
状
況
を

踏
ま
え
個
人
の
権
限
利
益
を
保

護
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

喜
章
議
員
は
村
民
の
安
心
安
全

よ
り
長
田
村
長
リ
コ
ー
ル
を
阻

止
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
か

思
え
ま
せ
ん
。
喜
章
議
員
の
兼

業
禁
止
問
題
は
、
私
は
い
ま
だ

に
納
得
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
杉
本
孝
正
議
員
の
コ

メ
ン
ト
「
選
管
は
首
長
か
ら
独

立
し
た
執
行
機
関
。
議
会
が
意

見
書
を
出
す
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
」
と
掲
載
さ
れ
ま
し

た
が
、
議
員
必
携
に
は
「
議
会

が
決
議
す
れ
ば
意
見
の
表
明
が

で
き
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
権

限
を
最
大
限
活
用
し
積
極
的
に

行
使
し
た
い
」
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。

　
総
務
文
教
委
員
会
で
は
「
道

志
の
未
来
を
つ
く
る
会
」
か
ら

出
さ
れ
た
請
願
に
た
い
し
て
不

採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
理

由
が
佐
藤
喜
章
議
員
と
杉
本
孝

正
議
員
の
コ
メ
ン
ト
が
新
聞
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
喜
章
議
員
の
コ
メ
ン

ト
「
不
正
が
行
わ
れ
な
い
よ
う

に
誰
で
も
が
確
認
で
き
る
趣
旨

の
縦
覧
制
度
に
制
限
を
加
え
る

こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
」
と
掲

載
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
発
言

は
一
昔
前
の
議
員
の
考
え
方
で

す
。
喜
章
議
員
は
未
来
を
つ
く

る
会
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
の
趣

旨
を
確
認
し
た
の
で
し
ょ
う

か
？　
請
願
の
趣
旨
に
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
令
和
4
年
4
月

に
施
行
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護

　
仮
に
孝
正
議
員
の
言
う
通
り

と
し
て
も
、
不
採
択
す
る
の
で

は
な
く
、
請
願
書
を
提
出
し
た

「
道
志
の
未
来
を
つ
く
る
会
」

に
対
し
て
対
処
法
を
提
案
し
採

択
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

孝
正
議
員
は
村
民
に
寄
り
添
っ

た
議
会
活
動
が
何
故
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？　
私
に
は
村

長
リ
コ
ー
ル
を
意
識
し
て
村
長

の
顔
色
を
伺
っ
て
不
採
択
に
し

た
よ
う
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
。

本
来
な
ら
議
員
と
し
て
村
民
の

意
見
を
聞
き
村
民
が
安
心
安
全

に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
重
視
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
も
そ
も
、
村
長
リ
コ
ー
ル

問
題
で
は
村
内
に
怪
文
書
が
出

回
り
、
そ
の
チ
ラ
シ
に
は
署
名

簿
の
縦
覧
の
文
字
が
強
調
さ

れ
、
リ
コ
ー
ル
に
署
名
し
た
ら

誰
で
も
縦
覧
し
て
確
認
で
き
る

ぞ
！　
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
脅

し
の
チ
ラ
シ
と
し
か
思
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
怪
文

書
を
村
長
の
実
弟
や
支
援
者

が
配
っ
て
い
た
と
村
民
が
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？　
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
村

民
が
安
心
し
て
自
身
の
意
見
を

言
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
個

人
情
報
を
保
護
し
な
が
ら
縦
覧

で
き
る
よ
う
に
変
更
す
る
た
め

の
請
願
書
で
す
。

　
「
道
志
の
未
来
を
つ
く
る
会
」

か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
書
は
、

真
鶴
町
に
お
い
て
は
町
長
リ

コ
ー
ル
問
題
で
同
じ
よ
う
に
個

人
情
報
を
保
護
し
た
縦
覧
制
度

が
町
議
会
に
提
出
さ
れ
、
真
鶴

町
議
会
で
は
採
択
さ
れ
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
道
志
村
議

会
で
も
請
願
書
を
採
択
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

佐藤 徹
とおる

 議員

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

報
告
に
対
す
る 

反
対
討
論

個人情報保護の徹底を求める請願書の
総務文教常任委員会付託に対する委員長報告・討論
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け
が
な
い
。
更
に
、
村
民
不
在

の
村
政
に
も
不
満
が
多
い
。と
、

言
う
こ
と
で
解
職
請
求
す
べ
き

と
言
う
声
が
多
く
上
が
っ
た
よ

う
だ
。

　
今
回
の
請
願
が
出
さ
れ
た
背

景
に
は
、
4
月
こ
ろ
か
ら
、
村

民
に
配
布
さ
れ
た
怪
文
書
に
あ

る
よ
う
で
す
。「
署
名
は
縦
覧

が
で
き
、
誰
で
も
が
自
由
に
見

ら
れ
る
」
と
、
圧
力
と
も
取
れ

る
言
葉
が
強
調
さ
れ
て
い
て
、

住
民
か
ら
は
、
怖
く
て
署
名
が

し
に
く
い
と
い
う
訴
え
が
あ

る
。　

　
そ
の
書
類
は
、
議
員
さ
ん
が

配
布
し
て
い
ま
す
。
村
長
の
身

内（
実
弟
）か
ら
頂
き
ま
し
た
。

若
い
男
性
は
、「
嫌
だ
け
ど
頼

ま
れ
た
の
で
仕
方
な
い
」
と

　
請
願
の
採
択
に
賛
成
の
討
論

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
村
長
の
親
族
を
含
む
４
人
が

詐
偽
投
票
で
刑
事
罰
を
う
け

た
。
更
に
過
去
10
年
間
の
村
長

選
挙
の
あ
る
年
に
は
７
月
の
選

挙
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
３
月

に
異
常
に
転
入
者
が
増
え
て
い

る
。

　

山
梨
県
の
Ｈ
Ｐ
を
見
る
と
、

２
０
２
１
年
の
３
月
は
い
つ
も

の
年
の
２・
４
倍
の
移
住
者
が

あ
っ
た
。
11
票
の
僅
差
で
の
当

選
で
あ
り
、
４
人
の
他
に
も
詐

偽
投
票
を
し
た
者
が
い
た
の
で

は
な
い
か
？

　
当
選
が
疑
わ
し
い
の
で
、
住

民
投
票
を
や
り
直
す
べ
き
だ
。

こ
ん
な
選
挙
が
慣
例
で
行
な
わ

れ
、
村
長
自
ら
が
知
ら
な
い
わ

言
っ
て
置
い
て
い
っ
た
。
住
民

か
ら
そ
ん
な
苦
情
と
批
判
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
の
請
願
書
を
読
む
と
、
公

職
選
挙
法
で
定
め
ら
れ
た
住
民

の
権
利
で
あ
る
政
治
参
加
を
安

心
し
て
行
え
る
よ
う
に
と
、
村

民
の
個
人
情
報
保
護
を
訴
え
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
付
託
さ
れ
た
「
総

務
文
教
常
任
委
員
会
」
に
お
い

て
全
員
一
致
で
不
採
択
と
な
っ

た
。

　

最
初
か
ら
不
採
択
あ
り
き

で
、
詳
細
な
審
査
は
し
て
い
な

い
。
な
ぜ
付
託
を
受
け
た
か
疑

問
だ
。　
　
　
　

　
新
聞
に
よ
る
と
、
不
採
択
の

理
由
の
一
つ
が
、『
選
管
は
独

立
機
関
で
あ
る
の
で
議
会
か
ら

意
見
書
を
出
す
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
』
と
言
っ
て
い
る

が
、
議
会
の
決
議
を
持
っ
て
村

の
執
行
機
関
に
も
意
見
書
を
出

す
こ
と
は
可
能
で
す
。
法
的
拘

束
力
は
な
い
が
議
会
の
総
意
と

し
て
尊
重
さ
れ
ま
す
。
仮
に
、

意
見
書
が
出
せ
な
い
の
で
あ
れ

ば
請
願
書
だ
け
で
も
送
れ
ば
い

い
。
請
願
書
の
検
討
は
最
終
的

に
は
選
挙
管
理
委
員
会
が
す
る

の
で
あ
り
、
議
会
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
発
言
で
不
採
択
と
し
た

議
員
に
は
村
民
に
し
っ
か
り
説

明
し
て
頂
き
た
い
。
委
員
会
の

不
採
択
を
受
け
て
、
選
管
に
直

接
請
願
書
を
提
出
し
た
よ
う
で

す
。
村
民
に
頼
り
に
さ
れ
な
い

議
会
と
言
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

不
採
択
２
つ
目
の
理
由
は
、

「
不
正
が
行
わ
れ
な
い
様
に
誰

も
が
確
認
で
き
る
縦
覧
制
度
に

制
限
を
加
え
る
の
は
好
ま
し
く

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

村
長
選
挙
で
の
不
正
に
は
言
及

も
せ
ず
、
自
分
の
行
為
は
棚
に

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

報
告
に
対
す
る 

反
対
討
論

池谷 銀
ぎんじゅ

重 議員
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と
、
及
び
個
人
情
報
の
漏
洩
等

の
個
人
情
報
に
係
る
課
題
や
自

己
意
思
と
し
て
署
名
が
安
心
し

て
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
民
意

が
正
し
く
反
映
で
き
な
い
等
の

課
題
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
縦
覧
制
度
と
は
不
正
が
行

わ
れ
な
い
よ
う
に
、
知
り
た
い

人
に
知
っ
て
も
ら
う
情
報
公
開

と
い
う
前
提
に
お
い
て
制
定
さ

れ
て
い
る
公
職
選
挙
法
の
規
定

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、選
挙
管
理
委
員
会
は
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
設

置
さ
れ
る
独
立
し
た
執
行
機
関

で
あ
り
、
村
の
権
限
、
議
会
の

権
限
に
属
さ
な
い
事
項
で
あ
る

事
か
ら
、
議
会
と
し
て
意
見
書

を
出
す
べ
き
で
な
い
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
総
務
文
教

常
任
委
員
会
の
採
決
に
賛
成
し

ま
す
。

　
地
方
自
治
法
第
五
章
に
規
定

さ
れ
る
直
接
請
求
に
お
け
る
署

名
活
動
で
の
縦
覧
制
度
の
運
用

に
係
る
個
人
情
報
の
徹
底
を
求

め
る
請
願
書
の
総
務
文
教
常
任

委
員
会
の
採
決
に
対
し
て
賛
成

の
立
場
で
討
論
を
し
ま
す
。

　
こ
の
請
願
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
個
人
の
思
想
信
条
に
関
わ

る
こ
と
を
、
悪
意
を
持
っ
た
第

三
者
が
縦
覧
で
き
て
し
ま
う
こ

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

報
告
に
対
す
る 

賛
成
討
論

杉本 孝
たかまさ

正 議員

※議長は表決に参加しない

反
対

賛
成

４
名

佐
藤
光
栄

池
谷
銀
重

佐
藤　
徹

佐
藤　
進

賛
成

賛
成

５
名

山
口　
章

佐
藤
喜
章

白
井
勝
光

杉
本
孝
正

大
田
博
文

個
人
情
報
保
護
の
徹
底
を
求

め
る
請
願
書
に
対
す
る
総
務

文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
報

告
に
対
す
る
採
決
結
果

上
げ
、
あ
た
か
も
村
民
が
不
正

を
す
る
事
を
前
提
で
の
発
言
は

議
員
と
し
て
い
か
が
な
も
の

か
。
村
民
の
個
人
情
報
を
守
る

た
め
の
請
願
に
反
対
す
る
よ
う

で
は
、
村
民
の
代
表
で
あ
る
議

員
と
し
て
の
資
質
、
資
格
を
改

め
て
村
民
に
問
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

解
職
請
求
の
署
名
は
、「
改

め
て
村
民
の
審
判
を
受
け
る
べ

き
」。
と
言
う
意
思
表
示
で
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
を
守
る
た
め

に
、
こ
の
請
願
を
採
択
す
る
こ

と
に
賛
成
し
ま
す
。

個人情報保護の徹底を求める請願書の
総務文教常任委員会付託に対する委員長報告・討論
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一般
質問

トレーラーハウス

道志バイパス（仮称）第一トンネル工事現場

Ｑ

新
道
坂
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
進
捗

状
況
は

A
（
村
長
）
７
月
29
日
に
新
道
坂
ト

ン
ネ
ル
事
業
計
画
説
明
で
は
県
よ

り
、
平
面
的
な
線
形
や
構
造
な
ど
、

具
体
的
な
事
業
内
容
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
具
体
的
な
協
力
と
し
て
は
残
土
処

分
場
の
用
地
協
力
や
旧
道
移
管
の
協

議
を
県
と
協
調
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

道
志
バ
イ
パ
ス
工
事
の
進
捗
状

況
は

A
（
産
業
振
興
課
長
）
月
夜
野
側
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
１
月
に

完
成
し
た
Ａ
１
橋
台
と
（
仮
称
）
２

号
ト
ン
ネ
ル
間
や
、
Ａ
２
橋
台
か
ら

相
模
原
方
面
の
道
路
改
良
工
事
を
令

和
５
年
度
上
半
期
で
発
注
済
。

　
ま
た
、
野
原
か
ら
大
渡
に
抜
け
る

（
仮
称
）
１
号
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
中
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削

作
業
の
開
始
に
向
け
て
進
行
中
。

Ｑ

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
改
修
工

事
及
び
入
居
者
選
定
状
況
は

A
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
長
）
大
き
く

２
つ
に
分
け
て
発
注
、
宿
泊
棟
と
な

る
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
導
入
は
、
令

和
５
年
５
月
30
日
に
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
優
先
事
業
者
を

決
定
し
、
そ
の
後
契
約
を
締
結
。
本

体
部
分
の
改
修
工
事
は
、
令
和
５
年

９
月
１
日
、
請
負
業
者

を
決
定
。

　

入
居
者
の
選
定
方
法

は
、
令
和
５
年
７
月
か

ら
地
域
活
性
化
起
業
人

の
制
度
に
よ
り
派
遣
さ

れ
て
い
る
㈱
ス
ト
ラ
ド

ル
と
協
議
を
重
ね
、
道

志
村
を
選
択
し
て
も
ら

う
工
夫
を
し
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
の
誘
致

や
村
全
体
で
の
テ
ス
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実

証
へ
の
協
力
体
制
の
確

立
な
ど
計
画
。
必
要
に

応
じ
て
要
綱
の
改
正
、

専
用
サ
イ
ト
の
構
築
を
行
い
、
改
修

工
事
終
了
前
の
実
装
を
目
標
に
検
討

中
。

Ｑ
少
子
化
対
策
は

A
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
長
）
職
員
間

で
昨
年
度
実
施
し
た
地
方
創
生
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
で
も
、
様
々
な

子
育
て
支
援
策
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ

を
基
に
他
市
町
村
に
は
真
似
で
き
な

い
子
育
て
支
援
策
を
次
年
度
以
降
展

開
で
き
る
よ
う
、
現
在
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
検
討
を
重

ね
て
い
ま
す
。
ち
な
み
＆
き
ん
し
育

英
基
金
に
つ
い
て
は
、
高
校
の
就
学

に
関
す
る
事
項
に
の
み
と
定
め
ら
れ

て
い
る
為
、
活
用
で
き
ま
せ
ん
。

一般質問全文は議会ホームページまたは議会事務局でご覧いただけます。

村
長

具
体
的
な
事
業
内
容
説
明
受
け
、
残
土
捨
て
場

確
保
な
ど
で
県
と
協
調

新
道
坂
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
は

佐藤 喜
よしあき

章 議員
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議案等
の質疑

Ｑ
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

身
体
等
に
障
害
の
あ
る
か
た
の
軽
自

動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

制
度
の
内
容
は

県
税
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
、
村
で
も

県
に
合
わ
せ
て
条
例
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

そ
の
内
容
は
本
人
が
運
転
す
る
場
合
、

現
行
で
は
身
体
障
害
者
（
身
体
）
の
み

が
そ
の
対
象
で
し
た
が
改
正
に
よ
り
、

（
身
体
、
精
神
、
知
的
）
も
減
免
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。
家
族
運
転
、
常
時

介
護
者
運
転
の
場
合
は
現
行
通
り
（
身

体
、
精
神
、
知
的
）
で
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
本
人
運
転
と

本
人
運
転
以
外
の
減
免
対
象
を
区
別

す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
改
め

る
も
の
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ａ

道
志
村
創
業
支
援
事
業
に
つ
い
て

村
の
活
性
化
や
定
住
施
策
に
寄
与
で
き
る
事
業
の
制
度
の
内
容
は

Ｑ
村
内
で
の
創
業
を
支
援
し
、
村
の
産
業

の
活
性
化
及
び
雇
用
の
創
出
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
村
内
で
の
新
な

創
業
に
要
す
る
事
務
所
開
設
費
（
工
事

費
や
備
品
購
入
費
等
）
を
対
象
経
費
と
し

て
、
上
限
１
０
０
万
円
の
助
成
を
行
う

も
の
で
す
。

事
務
所
開
設
等
に
関
す
る
助
成
率

1
、
事
務
所
の
増
改
築
及
び
改
修
に

要
す
る
費
用

2
、
事
務
所
の
設
備
又
は
備
品
の
購

入
に
要
す
る
費
用

3
、
そ
の
他
村
長
が
適
当
と
認
め
る

費
用

上
記
１・
２・
３
に
つ
い
て
補
助
率
は

１
／
２
、
限
度
額
１
０
０
万
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ａ

支援を受け創業した書店
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地
籍
調
査
事
業

進
捗
状
況
に
つ
い
て

大
室
指
地
区
の
地
籍
調
査
修
正
の
予

算
処
置
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
修
正
が
行
わ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
長
又
、
白
井
平
は
法
務
局
へ

の
登
記
が
完
了
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
地
区
で
、
測

量
の
完
了
し
て
い
る
部
分
の
法
務
局

へ
の
登
記
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

Ｑ
大
室
指
は
国
道
と
の
境
界
の
確
定
が

主
な
業
務
で
す
。
そ
の
他
の
地
区
は

測
量
基
準
点
が
移
動
し
た
た
め
、
法

務
局
へ
の
登
記
が
完
了
し
て
い
る
長

又
、
白
井
平
地
区
を
除
い
た
地
区
で

部
分
的
に
測
量
を
や
り
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

Ａ

道
志
村
移
住
定
住
支
援
制
度
に
つ
い
て

制
度
の
支
援
内
容
は

ＱＡ

空き家バンクに登録している物件

道
志
村
若
者
定
住
応
援
条
例
よ
り

1
、
新
築
補
助　
１
０
０
０
万
円
以
上

の
事
業
費
で
あ
る
場
合　
上
限
額

２
０
０
万
円

2
、
改
築
・
増
築
補
助　

事
業
費
の

１
／
２
で
上
限
１
０
０
万
円

3
、
土
地
、
中
古
住
宅
購
入
補
助　
事

業
費
の
１
／
２
で
上
限
１
０
０
万

円
（
上
記
１・２・３
の
事
業
費
は
そ
れ

ぞ
れ
50
万
円
以
上
）

4
、
上
記
１・２・３
を
行
う
た
め
に
借

り
い
れ
た
資
金
の
利
子
補
給　
借

入
利
率
の
１
／
２
（
融
資
５
０
０
万

円
以
上
償
還
期
間
10
年
以
上
）

5
、
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助　

家

賃
の
１
／
２　
補
助
金
上
限
2
万

円
／
月　
単
身
者
は
１・５
万
円

※
上
記
支
援
を
希
望
す
る
場
合
、
道
志
村
若

者
定
住
応
援
条
例
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
条
例
の
若
者
等
と
は　
45
歳
以
下
の
夫
婦
も

し
く
は
、
50
歳
以
下
の
者
で
子
ど
も
（
中
学

生
以
下
）
が
い
る
世
帯
又
は
35
歳
以
下
の
者
。

○
条
例
の
定
住
と
は　
永
住
を
前
提
と
し
て
村

内
に
住
民
登
録
を
し
、
か
つ
、
継
続
し
て
居

住
す
る
こ
と
を
い
う
。

○
条
例
の
住
宅
と
は　
若
者
ら
が
自
ら
居
住
す

る
た
め
の
専
用
住
宅
を
い
う
。

○
条
例
の
増
築
と
は　
住
宅
の一
部
の
建
て
増

し
又
は
修
繕
を
い
う
。

○
条
例
の
改
築
と
は　
住
宅
の一
部
を
建
て
替

え
る
こ
と
を
い
う
。

※
他
に
移
住
定
住
奨
励
助
成
金
、
移
住
者
通

勤
支
援
補
助
事
業
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
詳

し
い
情
報
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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7/24

議
会
活
性
化
推
進

特
別
委
員
会

7
月
24
日
午
後
1
時
30
分
よ
り
、
や
ま
ゆ
り

セ
ン
タ
ー
1
階
研
修
室
に
お
い
て
委
員
会
を
召

集
し
議
員
報
酬
、
議
員
定
数
に
関
す
る
件
、
及

び
議
会
議
員
の
請
負
に
つ
い
て
の
法
改
正
の
内

容
説
明
を
聞
き
協
議
し
ま
し
た
。
近
隣
市
町
村

の
定
数
、
報
酬
、
に
つ
い
て
状
況
確
認
し
、
若

い
人
に
関
心
を
持
っ
て
貰
え
る
議
会
に
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議会
活動報告

7/18

　
山
梨
県
自
治
会
館
に
お
い
て
山
梨
県
町
村

議
会
広
報
委
員
研
修
会
が
行
わ
れ
、
編
集
委

員
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
広
報
功
労
者
表
彰
式
で
３
名
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、「
住
民
に
届
く
広
報
誌
の

作
成
方
法
と
は
~
伝
わ
る
情
報
発
信
と
デ
ザ

イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
~
」
と
い
う
内
容
で
講
演

を
受
け
、
住
民
に
届
く
広
報
誌
づ
く
り
の
良

い
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
常
任
委
員
会

8/3
・8/4

広
報
常
任
委
員
会

8/25
・9/6

総
務
文
教

常
任
委
員
会

8
月
10
日
第
5
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
地

方
自
治
法
第
五
章
に
規
定
さ
れ
る
住
民
の
直

接
請
求
に
お
け
る
署
名
活
動
で
の
縦
覧
制
度

の
運
用
に
係
る
個
人
情
報
保
護
の
徹
底
を
求

め
る
請
願
書
が
、
道
志
の
未
来
を
つ
く
る
会　

代
表
よ
り
提
出
さ
れ
総
務
文
教
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
8
月
25
日
、
9
月
6
日
に
委

員
会
を
開
催
し
審
議
を
行
い
採
択
さ
れ
、
9

月
12
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
長
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

辰野町議会議場にて

令
和
5
年
度
町
村
議
会
広
報
編
集
委
員
行
政

調
査
に
参
加

　
第
36
回
全
国
町
村
議
会
議
長
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
編
集
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
、
長

野
県
辰
野
町
議
会
を
町
村
議
会
広
報
編
集
委

員
行
政
調
査
に
委
員
2
名
が
参
加
し
辰
野
町

議
会
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
取
り
組
み
、
今

後
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
作
成
に
向
け
て
の

情
報
・
知
識
等
の
把
握
を
目
指
す
研
修
を
受

け
て
来
ま
し
た
。
今
後
の
「
議
会
だ
よ
り
」

の
編
集
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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7/29

　
道
の
駅
「
ど
う
し
」
で
オ
リ
パ
ラ
2
周
年

を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

2
年
前
と
同
じ
コ
ー
ス
を
走
り
、
村
民
有
志

や
観
光
客
が
迎
え
る
中
、
片
山
右
京
さ
ん
の

自
転
車
を
は
じ
め
関
係
者
の
自
転
車
も
次
々

と
到
着
し
ま
し
た
。

　
式
の
な
か
で
片
山
氏
は
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト

が
こ
れ
か
ら
も
つ
づ
き
、
自
転
車
文
化
の
発

信
に
と
ど
ま
ら
ず
、
村
の
情
報
発
信
の
一
助

と
な
る
よ
う
、
私
た
ち
も
皆
様
と
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
他
の
場
所
で
も
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
、
休
憩
後
大
変
暑
い
中
で
し
た
が
、

元
気
に
出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
オ
リ

パ
ラ
レ
ガ
シ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
生

か
せ
る
の
か
議
会
、
村
と
し
て
も
考
え
て
い

き
ま
す
。

オリパラ 2 周年記念集合写真

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
２
周
年
記
念

﹁
自
転
車
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
レ
ガ
シ
ー

サ
イ
ク
リ
ン
グ
﹂
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一年でも一日でも早く完成し、安全、安心
な県道で、防災時の避難道路となるよう、
村民、議会一丸となり、県に協力できるよ
うにつとめます。

6 月定例会以降のおもな活動

6月20日（火）観光協会総会

6月22日（木）富士山世界文化遺産
登録10 周年記念式典

7月4日（火）道志村子ども農山漁
村地域協議会総会

7月11日（火）横浜水源基金運営
委員会

7月18日（火）広報委員研修会

7月19日（水）リニア中央新幹線
期成同盟会

7月20日（木）山梨県後記高齢者
医療広域連合議会

7月24日（月）議会活性化特別委
員会

7月26日（水）第 2 回町村議会議
長会

7月29日（土）2020 レガシーサイ
クルイベント

8月2日（水）議会運営委員会

8月3日（木）
～4日（金）

広報編集委員行政
視察

8月8日（火）第 1 回町村議会運
営委員長会議

8月10日（木）第 5 回臨時会

8月10日（木）富士・東部広域環境事
務組合第 2 回定例会

8月17日（木）山梨県高速道路整
備促進期成同盟会

8月25日（金）総務文教常任委員会
8月27日（日）道志村総合防災訓練
8月29日（火）町村監査委員研修
8月30日（水）町村監査委員研修
9月5日（火）広報常任委員会
9月5日（火）議会運営委員会
9月6日（水）総務文教常任委員会

9月7日（木）中部横断自動車道整備
促進「開の国」前進大会

9月12日（火）第 6 回議会定例会
初日

9月22日（火）第 6 回議会定例会
最終日

新
道
坂
ト
ン
ネ
ル
の
進
捗

と
今
後
の
見
通
し
は

令
和
2
年
3
月
定
例
会

Ｑ
山
梨
県
の
事
業
で
す
が
、
令

和
元
年
度
の
調
査
費
が
予
算

計
上
さ
れ
、
現
地
調
査
や
路

線
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
県
と
の
連
絡

を
密
に
し
て
ゆ
く
。

Ａ

来年度の事業化に向けて、住民説明会が本年３月と７月の
２回開かれ、坑口の位置やトンネルの長さ、勾配など詳し
い計画が公表されました。

その結果今は

議会の考え

発表された計画ルート

あの
一般質問は今

おもな
活動

ど
う
し

ひ
ゃ
く
し
ょ
う
会



令和 5年 10 月 6日発行（17）

杉
本　
秀ひ

で
あ
き明

代

表 ど
う
し

ひ
ゃ
く
し
ょ
う
会

食
の
循
環
﹁
フ
ー
ド
ル
ー
プ
﹂
を
目
指
す

　
私
た
ち
「
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
会
」
は

二
つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
主
に
遊
休
農
地
を
活
用
し
、

出
来
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と
道
志
の
水

を
、「
水
戸
」
の
酒
造
会
社
に
運
び
、

約
３
０
０
０
本
の
焼
酎
（
御
正
体
山
）

を
作
っ
て
頂
き
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指

し
販
売
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
御
正
体
山
」
は
主
に
道
の
駅
ど

う
し
、
道
の
駅
つ
る
、
に
い
つ
商
店

な
ど
で
販
売
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
で
す
が

売
上
の
一
部
は
道
志
保
育
所
に
寄
付

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
二
つ
目

は
会
員
（
約
16
名
）
に
よ
る
野
菜
の

販
売
で
す
。
横
浜
ビ
ー
ル
さ
ん
と
横

浜
環
境
保
全
㈱
さ
ん
に
頂
い
て
い
る

「
ハ
マ
の
あ
り
が
た
い
肥
」（
横
浜
市

の
食
品
残
渣
で
出
来
た
堆
肥
、
製
造
横
浜

環
境
保
全
㈱
）
で
野
菜
を
作
り
、
毎

週
横
浜
ビ
ー
ル
さ
ん
が
集
荷
し
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
野
菜
の
販
売
は
横
浜
の
食
品
残
渣

で
出
来
た
堆
肥
を
使
い
野
菜
を
作

り
、
そ
の
野
菜
を
横
浜
に
出
荷
し　

そ
の
残
渣
で
ま
た
堆
肥
が
出
来
る
と

言
う
食
の
循
環
「
フ
ー
ド
ル
ー
プ
」

と
言
う
事
業
を
行
っ
て
い
る
会
社
で

す
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

村
の
活
性
化
を
目
指
し
会
員
総
力
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

みんなで植え付け、収穫がたのしみ 新ラベルの御正体山

活躍する
団体紹介

大きなサツマイモが採れました
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村の魅力の掘り起こし、
移住促進のお手伝い

ふるさと納税で人気のジャムと味噌だれ

ら
、
他
所
か
ら
見
た
道
志
村
の
魅
力
の

掘
り
起
こ
し
を
通
じ
て
、
移
住
促
進
の

お
手
伝
い
に
使
っ
て
頂
け
た
ら
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

夏
の
朝
晩
の
涼
し
さ
、
冬
の
凛
と
し

た
冷
気
に
星
空
。

そ
ん
な
道
志
の
自
然
に
惚
れ
込
ん

で
道
志
村
に
移
住
し
て
あ
っ
と
い
う
間

に
20
年
を
超
え
ま
し
た
。
人
生
の
半
分

以
上
を
道
志
村
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す

が
、
出
会
い
に
恵
ま
れ
良
く
し
て
く
れ

る
方
々
の
お
陰
で
楽
し
く
生
活
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
家
業
の
食
品
加
工
（
ジ
ャ
ム
・

味
噌
だ
れ
）
も
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
掲

載
に
よ
り
軌
道
に
乗
り
、
観
光
閑
散
期

の
12
月
~
2
月
も
忙
し
く
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
お
陰
様
で
体
力
勝
負
の

イ
ベ
ン
ト
販
売
も
行
か
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
お
客
様
の
生
の
声
を
聞

く
機
会
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
ネ
ッ
ト
販
売
で
の
好
意
的
な
口
コ

ミ
評
価
を
糧
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
特
産
品
の
開
発
や
販
売
の
傍

有限会社 手仕事工房 代表取締役 山本 和
かずゆき

之さん

　
異
常
と
も
思
え
る
今
年
の
暑
さ
の
中
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
取
り
扱
い
が
2
類
か

ら
5
類
に
変
更
さ
れ
数
年
ぶ
り
に
花
火
な
ど

夏
の
に
ぎ
わ
い
が
戻
り
始
め
ま
し
た
。

　
道
志
村
に
お
い
て
は
永
年
の
悲
願
で
あ

り
ま
し
た
新
道
坂
ト
ン
ネ
ル
が
事
業
化
に

向
け
た
住
民
説
明
会
が
開
か
れ
山
梨
県
で

は
来
年
度
事
業
化
の
予
定
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　
道
路
交
通
網
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

よ
り
若
者
の
定
住
・
観
光
事
業
な
ど
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。
今
後
道
志

村
議
会
で
は
ト
ン
ネ
ル
推
進
に
努
力
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
9
月
定
例
会

に
お
い
て
は
令
和
4
年
度
会
計
決
算
の
認

定
・
令
和
5
年
度
補
正
予
算
案
の
審
議
も

行
わ
れ
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
広
報
委
員

会
で
は
「
議
会
だ
よ
り
」
発
刊
に
よ
り
議

会
と
皆
様
と
の
架
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
山
口　
章
）

記
後
集
編

12 月
定例会

12
月
5
日
（
火
）
開
会
予
定

がんばる人
紹介

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
杉
本　
孝
正

副
委
員
長　
山
口　
　
章

　
委　
員　
佐
藤　
喜
章

　
委　
員　
白
井　
勝
光


